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【保育・教育理念】
はなぞの会の保育理念が日常の保育・教育に反映されているか
保育理念を基に職員会議やクラス会議などで話し合いを重ねながら、一人ひとりの子どもにとってより良い環境、関わりを、職員が一体となって考え、保育の中で実践していることが園長、副園長の話から感じられた。地域の方の協力で、鮭の解体ショーやたきや漁講座、稲刈り見学などが実施され、地域の特性を活かした多くの地域交流の機会が設けられている。







【人権尊重】
常に子供の立場にたって、子どもの成長に最善となるような取組（関わり・配慮）がなされているか

子どもの権利条約を掲示し、職員会議等の場で伝えながら確認し合っている。保育者は、保育の中で子どもの意思や気持ちを汲み取り、一人ひとりの思いに沿った関わりができるよう意識している。プライベートゾーン教育を日常の保育に取り入れ、子どもが自分の体や心を守る意識を身につけられるよう配慮し、その取り組みについて保護者にも丁寧に伝えている。







【情報保護】
個人情報の保護は適切であるか

書類確認、ヒアリングにより、個人情報に関してマニュアルに基づき適切に管理されていることが確認された。職員は入職時に個人情報保護の誓約をし、園で知り得た、子ども、保護者、家庭等の情報を口外しないよう指導し、徹底している。






【保健・衛生】
園児の感染症等の情報提供、日常の健康観察や感染症の拡大防止等の取り組みがなされているか

マニュアル、保健計画に基づき、適切な対応がされている。健康診断結果や感染症の発生状況等の保護者への発信、共有は、アプリを活用している。園内は清潔に保たれ、日々の衛生管理、感染症対策が丁寧に行われている。
雄踏医療協議会で、地域の感染症の状況報告や健康に関する研修などが行われ、職員、保護者にも情報提供をしている。







【苦情対応】
意見や苦情に対して適切に対応できているか

ご意見・ご要望の解決のための仕組み、ご意見箱について、園生活説明会にて保護者に説明している。苦情や意見、要望等があった場合には、理事長に報告し、保護者への迅速な対応を徹底している。苦情への対応は、広報誌やホームページで公表し、法人の運営委員会で共有している。ヒアリングにより、マニュアルに沿って適切に対応していることが確認できた。
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【安全】
救急・防犯・避難訓練等を通して、職員・園児の安全対応能力の向上を図るための取り組みがなされているか
救急、防犯、非常時の対応について、安全計画に基づき取り組んでいる。防犯訓練、避難訓練、交通安全教室等、計画に基づき定期的に実施され、その都度振り返りを行い、課題を次につなげている。また園内の事故発生防止委員会で内容を検討し、水遊び時の対応、誤飲、誤嚥防止、ＡED使用、食中毒防止等について園内研修を実施し、職員の安全対応力、安全への意識の向上に努めている。







【運営】
施設・設備の環境や管理等、運営は適切になされているか
認定こども園の設置基準を満たし、適正に運営されている。
マニュアルに基づき、遊具や施設の安全点検を行い、点検記録簿に記録している。また園周辺の安全確認も定期的に実施し、子どもが安心して安全に生活できる環境に配慮している。





【環境美化】
園内外の清掃、モノの整理整頓、清潔で整然とした環境になっているか。また、季節感等が感じられる工夫がなされているか。

園内外は清掃が行き届き、清潔で安全な環境が保たれている。また廊下や保育室などは、整理整頓された落ち着いた環境が整えられている。園内の至るところに、自然物や柔らかな素材（羊毛、布など）を使った装飾が見られ、子どもも大人も美しさや季節感を感じられる、温かみのある空間になっている。







【保育室】
室内の環境が子どもの発達に合わせて工夫され、玩具等適切に配置されているか。

種類、量ともに、子どもの発達に応じたおもちゃが用意されている。子どもの動線等に配慮した環境構成が整えられ、一人ひとりが興味、関心をもって環境に関わり、落ち着いて遊ぶ様子が見られた。また子どもの発達や様子に合わせて、種類や量を調整したり、環境を再構成したりするなど、保育者の意図や工夫も感じられた。






【保育内容】
全体的な計画に基づき、「歳児別保育目標」を意識した保育が展開されているか。
０歳児
・担当保育士など特定の大人との愛着関係、信頼関係を基盤として、生理的・情緒的な欲求が適切に満たされることで安心して生活する
１歳児
・様々な欲求や自己主張など、自我の育ちを十分に受け止めてもらいながら、大人との信頼関係を基盤として自ら関わろうとする意欲が高まる
２歳児
・大人との安定した関係の中で、自分のことを自分でしようとする意欲が高まる。また、自分の意志や欲求を言葉で表現し、言葉を交わし合う喜びを知る
３歳児
・自分についての認識と同時に身近な環境への認識が少しずつ深まり、大人とだけでなく、子ども同士での関わりを楽しむ。
４歳児
・子ども同士の遊びが豊かに展開し、仲間といる楽しさや喜びを感じると同時に自己主張のぶつかり合いや悔しさなどさまざまな葛藤も経験する。
５歳児
・経験や知識を生かし、創意工夫を重ね、仲間と協力して遊びを発展させる。仲間への信頼感や自分への自信を持ち、就学への意欲が高まり期待を抱く。

保育理念を常に意識し、会議等の機会に職員間で確認し合い、日々の保育実践に取り組んでいる。クラス会議やケース会議、計画の作成、振り返り、発達記録等を通して子どもの発達を丁寧に把握し、一人ひとりにとってより良い環境を整えられるよう配慮している。また子どもの様子について細やかに保護者と共有し、家庭との連携が丁寧に図られていることが感じられた。










【全体を通して】

どの部屋でも、子どもが安心して過ごし、落ち着いて遊ぶ姿が見られた。手作りおもちゃや環境構成など、子どもの発達に合わせた保育者の工夫や配慮も感じられた。
園長、副園長からのヒアリングを通して、日々の保育実践の中で、常に保育理念に立ち返り、職員間で話し合いを重ねながら取り組んでいることがうかがえた。











